
朝食後は、牧場内でできる体験を楽しみま
した。
はじめは「バターづくり」。自分たちで
振ってつくったバターをクラッカーにたっ
ぷり塗っていただきます。
「バター作りは初体験、牛にも嫌われず、
貴重な体験をさせていただきました。」





「クリーンエネルギーについては、牧場
内で町と連携した発電施設を運営されて
いることを知り、官民連携で良い取り組
みが行われているなと思いました。」

お昼は「グリーンテージ」にて「冷やし
くずまき鍋」。昨日から何度か話題に出
ていた「かっけ」をいただきます。
窓の外からは風車が望めました。



午後は「岩手くずまきワイン」へ向かいました。
山ぶどうを利用したワインや、赤、白、ロゼの違いなどを実際の
タンクやセラーを見ながら見学。この山ぶどうが寒くなっていく
と色づいていく、秋が楽しみですね。

≪参加者の声≫
「山ぶどうのブレンドで新しい味を作り出しているのにおどろき
ました。」
「作り方の説明を聞いてワインを飲むのが楽しくなった。」





帰り道は「クローバー畑」に寄り道。
葛巻町で酪農を営む女性達が作るジェ
ラート屋さん。葛巻町内産のフレー
バーのものをいただきました。



バスは町中に戻り、町内を散策です。
「Cafeやどり木」さんや、日曜日限定で開いている3000
枚のレコードに囲まれた集いの場へ。
町の方との交流を深めます。

スーパー、葛巻小学校と巡り、最後は旧遠藤邸で休憩・
振り返りです。
いらっしゃい葛巻推進課の皆さんに質問をしたり、改め
てマップを見て位置関係を振り返ったりして時間を過ご
しました。





今年の夏は記録的な猛暑。
葛巻町も例に漏れず、当日も暑さの残る中でのツアーとなりました。

そんな中、町の方々との交流を通じて、暮らしのイメージができたのではないかと思います。
ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。またお会いしましょう！

≪参加者の声≫
「暑い中での散歩でしたが、レアな店に入れたのはインパクトがありました。」
「ゆったりと歩きながら町の方と交流が出来ました。」
「ジャズ喫茶は枚数の多さと音質を聞いて感動しました。最初のカフェもすてきでした。」

「人があたたかい、川緑のきれいさ。野菜、肉、乳製品、食べ物がどれもおいしかったです。」
「まちのメイン通りのすぐうしろに大きな山がある光景がとても気に入りました。立ち寄ったお店の
店員さんもお客さんも優しい方でとてもよい雰囲気でした。」



暮らし体験ツアー取組経過（直近３年）
R4 夏 冬（オンライン）

R5 夏 冬
R6 夏 秋

くずまきヒュッゲ SNS情報発信

• ＊ヒュッゲ（HYGGE):デンマーク語で
「心が温まる時間や場所、雰囲気」の意
味。

• 「くずまきヒュッゲ」とは、岩手県葛
巻町の食や文化、暮らしや営みの豊かで
温かい世界観を共有する旅。北欧さなが
らの風景の中で、ゆっくり流れる幸福な
ひととき。時には厳しい自然のなかでこ
そ感じる、人々のぬくもり。葛巻町で
ヒュッゲなひとときを見つけてみません
か。

• R6年度フォロワー618
⇒R7年度1015



【ウエブサイトほかの情
報ツール、印刷物など
統一性のあるデザイン
でリーチ】
ウエブサイト掲載や他の
広報手段を効果的に
組み合わせ、ターゲット
へ情報を届けます。

葛巻町の暮らしの様子を取材し、定期的にSNSから情報を発信

【チラシ作成～県内外拠点配置＋DM】 【ウエブサイトやSNS等での情報発信】

６

ライターズ 菅原茉莉氏

日常の何気ない風景やそこに住む人達の暮らしのひとコマの中にあ
る一瞬をとらえ、自身が取材したエッセイとともに発信することを
得意とする。穏やかで構えない人柄は、取材対象者の信頼を得てお
り、写真や記事がSNSでの投稿発信される段階においても、いつも通
りの自然な空気感や温度感をまとい、発信から時間が経過しても古
びない一つの作品。

SNSの仕様変更への対応力があり、特性や効果についても精通する。

【主な実績】ミライズエネチェンジ㈱メディア事業部（インタ
ビュー記事制作）／盛岡という星で編集部 Instagram （インタ
ビュー記事制作）／美食王国もりおか（撮影・インタビュー記事制
作）／くずまきヒュッゲ暮らし体験ツアー Instagram・Facebook
（撮影・記事制作・ツアー同行取材）／グリーンツーリズム盛岡
Instagram・ウエブサイト（撮影・記事制作）／肉のふがね
Instagram（撮影・記事制作） ／㈱セカンドブリッジ カタログ
（商品撮影）／県内経営者等の企画広報担当（SNS運営、podcast制
作）／ラヂオもりおか（パーソナリティ）／hacotoki（カードゲー

ム開発・プロモーション）

聞く・撮る・書くを軸
に岩手や東北を中心に
フリーランスとして活
動。盛岡市在住。



取材インタビュー記事 １
【仕事と暮らし】

保育士 樋ノ口輝里 さん
「ただいま」と帰れる場所で、
子どもたちと四季を暮らす



取材インタビュー記事 ２
【仕事と暮らし】

葛巻高等学校３年
上川原匠哉 さん

外の世界で力をつけ、いつか
即戦力に



課題 より移住関心度の高い方
30代40代のハードル

移住＝「住むところ・働くところ」にこたえる暮らし体験ツアーの造成
⇒滞在日数を３日間に ⇒ 催行に至らず （年末からの物価高など）
⇒移住支援サイト（利用者層のシニア化）
⇒リモートワーカーの増 ⇒田舎暮らしへのあこがれ

別事業の例

15名中9名葛巻へ
・大学生３
・20代社会人２
・50代以上４

酪農就業体験
ワイン就業体験



社会減対策として

リモートワーカーの取り込みを
・地域住民とのつながり
・そのきっかけはツアーで

20代へのアプローチ（前年ツアーからの移住も）

シニア50代以上を受け入れるベースも望まれる

30代40代を動かすための作戦を引き続き協議
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